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長を遂げ、2008年に中所得国入りしたことで、譲許的
条件での援助は減少し、民間資金の活用が促進されつ
つある。2007年の世界貿易機関（WTO）加盟や地域
的・国際的経済統合枠組みへの参加によって対外開放
度は高まり、国による規制や経済への介入の縮減など
国際的ルールに沿った政策の是正も進んだ。
研究環境面では、データへのアクセスが大きく改善
された。公刊統計は、統計総局などのウェブサイトか
ら直接ダウンロードすることが可能になった。従来、
外国人研究者が単独で入手することは難しかった、統
計総局などによる各種調査の世帯や事業所、企業単位
の個票データの入手の可能性も開けた。独自の設計に
よるサーベイも格段に実施しやすくなった。現地の機
関の協力は不可欠であり、コストもかかるが、カウン
ターパートとなりうる現地機関のオプションは増え、
彼らの能力も向上した。
以上の変化により、筆者が冒頭で掲げた2つめの問
いを、他国の経験に照らしつつ、社会科学の分析枠組
みと多様なデータを用いて検証する可能性が広がった。
産業研究では、対外開放を通じた産業発展が始動し
たことで、先行した発展途上国の経験を参照しつつ独
自の調査データを用いて分析を試みた研究が目立つ。
グローバル・バリューチェーン論の枠組みを用いて縫
製産業を分析した参考文献③や二輪車産業を取り上げ
た参考文献④は、海外のバイヤーやメーカーとの取引
関係がベトナム企業の成長にとって大きな役割を果た
した一方、政策が産業および企業の成長に与えた影響
は限定的であったことを示した。
農村経済については、VHLSSデータや独自サーベ
イを用い、貧困問題を超えて農業生産や農村の就業状
況など多様な側面に焦点を当てた論考がみられる⑵。
メコンデルタにおける土地なし層と大規模農家の分化
が経済格差を拡大させたかという問いをめぐっては、
世界銀行の研究が否定的見解を示していたが、地域に
よる農家の発展パターンの違いなどを考慮した議論の
精緻化が進みつつある（参考文献⑤）。
新たな研究が、ベトナム経済のより精緻な実態把握
に寄与したことは疑いがない。これらの多くが冒頭の
2つめの問いに対して示唆するのは、経済主体の行動
の変化と、変化の多様性である。ドイモイ下での新た
な機会をとらえた成長のパフォーマンスは、企業、農
家や労働者によって大きく異なる。
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